
コンボ

MenuMenu

令和2年度大阪市ボランティア活動振興基金助成
　　　　　　　　　　　　　申請受付開始ともに歌って笑って17年
ボランティア訪問ギター弾き語りショー
　　　　　　　　　　　「夢楽らいぶ」一座

む　がく

誰一人取り残さない
エスディージーズ

～SDGs「持続可能な開発目標」～
社会と繋がる最後の砦
　「高校内居場所カフェ」
　　  一般社団法人officeドーナツトーク
5

8

特 集

ボランティア・市民活動情報誌

3 月
号

2020

vol. 244



012020.3 vol.244

みんなで食事をしたり、おしゃべりしたり、カードゲームをしたり自由に過ごします

高
校
生
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
居
場
所
カ

フ
ェ
は
2
0
1
2
（
平
成
24
）年
、大
阪
府
立

西
成
高
校
で
始
ま
り
、2
0
1
7
（
平
成
29
）

年
か
ら
は
、大
阪
府
教
育
庁
の
事
業
と
し
て

展
開
。全
国
で
約
50
校
に
ま
で
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

　
　
　
　
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

特集

若
者
の
ひ
き
こ
も
り
と

　
　
　
　
　
　

  

中
退
を
予
防
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居
場
所
カ
フ
ェ
」

一般
社
団
法
人
o
f
f
i
c
e
ド
ー
ナ
ツ
ト
ー
ク

一般
社
団
法
人
o
f
f
i
c
e
ド
ー
ナ
ツ
ト
ー
ク

一般
社
団
法
人
o
f
f
i
c
e
ド
ー
ナ
ツ
ト
ー
ク

10
代
後
半
の
若
者
支
援
や
高
校
中
退

予
防
に
取
り
組
む
一
般
社
団
法
人

o
f
f
i
c
e
ド
ー
ナ
ツ
ト
ー
ク
。若
者

た
ち
の
繊
細
な
こ
こ
ろ
の
変
化
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、自
由
な
生
き
方
を
選
択
で

き
る
よ
う
に
高
校
内
に
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス

（
居
場
所
カ
フ
ェ
）を
つ
く
り
、そ
こ
に
来

る
高
校
生
一
人
ひ
と
り
の
困
り
ご
と
に
丁

寧
に
関
わ
る
こ
と
で
、社
会
と
つ
な
が
る

た
め
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
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問合せ

生徒たちのグループアートが部屋を飾ります

代表 田中俊英さん

社
会
全
体
で
支
え
る

高
校
生
マ
ザ
ー
ズ

個
別
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

重
要
性

高
校
内
居
場
所
カ
フ
ェ
と

は
、学
校
で
も
家
で
も
な
い

「
第
三
の
居
場
所
」。高
校
の

中
に
、第
三
の
居
場
所（
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
）を
作
る
こ
と

で
、生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る

高
校
生
を
受
け
止
め
、本
音

で
話
し
合
え
る
関
係
性
を

構
築
し
て
い
き
ま
す
。そ
の

こ
と
が
結
果
と
し
て
、高
校

中
退
予
防
と
10
代
で
出
産

す
る
女
性
（
高
校
生
マ
ザ
ー

ズ
）の
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

10
代
女
性
の
妊
娠
・
出

産
は
、学
業
中
断
、経
済
不

安
や
社
会
的
孤
立
な
ど
問

題
が
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
マ
ザ
ー
ズ
を
社
会

全
体
で
ど
の
よ
う
に
受
け

入
れ
、援
助
し
て
い
く
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
あ
り

ま
せ
ん
。

妊
娠
し
た
生
徒
の
多
く
は
自
主
退
学
の

扱
い
で
高
校
を
去
り
、そ
の
ま
ま
社
会
に

放
り
出
さ
れ
る
こ
と
で
、生
活
に
行
き
詰

ま
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。高
校
中

退
を
防
ぎ
、貧
困
を
予
防
す
る
た
め
に
も

「
高
校
産
休
制
度
」を
導
入
で
き
れ
ば
と

田
中
さ
ん
。そ
の
理
由
は
、高
校
中
退
者
は

実
質
、中
卒
扱
い
と
な
り
非
正
規
雇
用
と

正
規
雇
用
で
収
入
に
格
差
が
あ
る
現
状
で

は
、高
校
生
が
中
退
せ
ず
に
卒
業
す
る
こ

と
に
こ
だ
わ
る
意
義
は
大
き
い
と
考
え
て

い
る
か
ら
で
す
。

同
法
人
代
表
の
田
中
俊
英
さ
ん
は
、こ

れ
ま
で
の
子
ど
も
若
者
支
援
N
P
O
で

の
経
験
か
ら
30
歳
く
ら
い
ま
で
ひ
き
こ
も

る
人
々
の
多
く
が
、高
校
を
中
退
し
て
、

そ
の
ま
ま
ひ
き
こ
も
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

気
が
つ
き
ま
し
た
。「
高
校
を
中
退
す
る

前
に
何
と
か
社
会
と
つ
な
が
っ
て
い
れ
ば
、

孤
立
を
防
げ
る
。生
き
づ
ら
さ
を
抱
え

る
高
校
生
に
出
会
う
た
め
に
は
、高
校
内

同
法
人
は
、若
者
が
不
登
校
や
生
活
困

窮
状
態
に
陥
ら
な
い
た
め
に
、高
校
生
が
学

校
生
活
に
定
着
し
て
卒
業
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
ひ
ら
の
青
春
生
活
応
援
事

業
（
※
）」で
、一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
丁

寧
な
相
談
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

相
談
支
援
で
は
、ア
ニ
メ
や
ド
ラ
マ
な
ど
の

趣
味
の
話
か
ら
雑
談
、高
校
生
活
で
困
っ
て

い
る
こ
と
、家
庭
の
事
情
、人
間
関
係
や
進

路
の
悩
み
ご
と
な
ど
生
徒
の
話
に
耳
を
傾

け
、①
こ
ど
も
の
利
益
の
最
優
先
②
自
己

決
定
③
守
秘
義
務
を
大
切
に
し
て
、本
音

で
語
れ
る
関
係
性
を
築
き
ま
す
。

「
高
校
生
は
総
じ
て
孤
独
で
す
」と
田
中

さ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、安
心
し
て
過
ご
せ
る

場
所
、理
解
し
て
く
れ
る
親
で
も
先
生
で
も

な
い
大
人
の
存
在
が
必
要
で
す
。10
代
の
若

者
に
と
って
、高
校
は
社
会
へ
出
て
い
く
最
後

の
砦
。生
徒
が
抱
え
て
い
る
悩

み
を
共
有
し
、本
音
を
代
弁

し
て
く
れ
る
大
人
は
頼
れ
る

存
在
で
す
。

に
居
場
所
を
つ
く
る
し
か
な
い
！
」と
思

い
、大
阪
府
立
西
成
高
校
の
高
校
内
居
場

所
カ
フ
ェ
「
と
な
り
カ
フ
ェ
」の
取
組
み
を

始
め
ま
し
た
。

※
若
年
層
の
将
来
へ
の
安
定
し
た
自
立

に
向
け
た
生
活
基
盤
の
整
備
の
た

め
、様
々
な
理
由
で
不
登
校
に
陥
る

お
そ
れ
の
あ
る
概
ね
15
歳
か
ら
18
歳

の
高
校
生
を
対
象
と
す
る
平
野
区

独
自
の
取
組
み
で
す
。

（
平
野
区
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 

ひ
ら
の
青
春
生
活
応
援
事
業
よ
り
）

引
用
文
献
：
ひ
ら
の
青
春
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

https://officedonutstalk.jimdofree.com/
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〜
地
域
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
の
新
た
な
活
動
の
創
造
〜

こ
の
日
は
、淀
商
業
高
等
学
校
の

〝
淀
翔
モ
ー
ル（
※
）〞と
同
時
開
催
。午

前
中
は
、3
分
科
会
に
分
か
れ
て
活
動
報

告
を
行
い
ま
し
た
。午
後
か
ら
の
全
体
会
で

は
、第
1
分
科
会
か
ら
中
央
区
フ
ィ
ラ
ン
ソ

ロ
ピ
ー
懇
談
会（
C
F
K
）の
脇
本
幸
夫
さ

ん
が
、第
2
分
科
会
は
、に
し
よ
ど
こ
ど
も

食
堂
く
る
る
大
西
裕
子
さ
ん
、第
3
分
科

会
は
東
淀
川
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長
の
原
田
多
美
子
さ
ん

が
、各
団
体
の
活
動
紹
介
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
か
ら
出
て
き
た
参
加
者
の
意
見
な
ど
を

発
表
し
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、大
阪
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
長
の
石
田
易
司
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う
な

活
発
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
輪
が

各
地
で
広
が
る
よ
う
24
区
社
会
福
祉
協
議

会
を
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
、地
域
、N
P
O
、

企
業
な
ど
が
繋
が
り
、大
阪
を
盛
り
あ
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、同
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
は
、生
徒
の

ブ
ー
ス
に
並
び
、市
民
団
体
や
企
業
・
社
会

福
祉
施
設
な
ど
が
出
展
。手
作
り
販
売
、プ

　

昨
年
12
月
7
日
、
大
阪
市
立
淀
商
業
高
等
学
校
（
西
淀
川
区
）

で
「
お
お
さ
か
市
民
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
9
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
N
P
O
、
市
民
活
動
団
体
、
学
校
、
企
業
、

区
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
多
様
な
セ
ク
タ
ー
が
企
画
か
ら
運

営
ま
で
主
体
的
に
関
わ
り
、
当
日
149
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

よ
ど
し
ょ
う

第
１
分
科
会

「
地
域
と
企
業
を
つ
な
ぐ

社
会
貢
献
活
動
」

福
島
区
で
は「
災
害
」を
テ
ー
マ
と
し
た
企

業
・
N
P
O
交
流
会
を
開
催
し
、交
流
会
を

き
っ
か
け
に
地
域
の
祭
り
の
サ
ポ
ー
ト
や
災
害

時
に
使
え
る
印
刷
機
デ
モ
カ
ー
の
貸
出
、会
場

提
供
等
、企
業
の
強
み
を
活
か
し
た
取
組
み
が

広
がって
い
ま
す
。西
淀
川
区
の「
福
祉
」を
テ
ー

マ
に
し
た
異
業
種
交
流
会『
に
し
よ
ど
リ
ン
ク
』

で
は
、団
体
や
個
人
の
想
い
を
30
分
間
で
プ
レ
ゼ

ブース出展

●こどもひろば （（一社）にしなりプレーパークプロジェクト）
●コンピューターを使わないプログラミング体験 （ICT市民クラブ）
●手作り作品の販売（リアン東さくらママサポグリーン）
●「注文をまちがえる」足湯カフェ （入浴サービス（株）デイサービスハウス安住）
●手話パフォーマンス（（一社）手話エンターテイメント発信団oioi）

お
く
ば
っ
く
ん

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
、注
文
を
ま
ち
が
え
る

足
湯
カ
フ
ェ
、こ
ど
も
ひ
ろ
ば
な
ど
、地
域
住

民
、生
徒
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
老
若
男
女
が

市
民
活
動
に
触
れ
、交
流
す
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。フ
ェス
タ
を
通
し
て
、団
体
の
垣
根

を
超
え
た
顔
の
見
え
る
関
係
、協
働
を
生

み
出
す
場
の
広
が
り
が
実
現
し
ま
し
た
。

※
商
業
科
2
年
次
科
目
「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
」で
学
び
、企
画
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
発
表
の

場
で
す
。

全体会で活発な意見交換が行われました全体会で活発な意見交換が行われました全体会で活発な意見交換が行われました

認知症の人たちが活躍する足湯カフェで
お客さんがほっこり
認知症の人たちが活躍する足湯カフェで
お客さんがほっこり
認知症の人たちが活躍する足湯カフェで
お客さんがほっこり

手話パフォーマンスで会場を盛りあげました手話パフォーマンスで会場を盛りあげました手話パフォーマンスで会場を盛りあげました

（一社）ボランティアセンター支援機構おおさか
大阪市立淀商業高等学校
中央区フィランソロピー懇談会（CFK）
にしよどリンク（西淀川区）
地域活動応援サークル（住之江区）、ICT市民クラブ
食でつながるフェスタおおさか実行員会
（一社）手話エンターティメント発信団oioi
区社会福祉協議会（福島区・中央区・西淀川区・住之江区）

おおさか市民フェスタ2019実行委員会
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第
２
分
科
会

「
食
で
つ
な
が
る

フ
ェ
ス
タ
お
お
さ
か
」

第
３
分
科
会

「
近
隣
の
つ
な
が
り
と

防
災
・
減
災
」

基
調
講
演
で
は
、統
計
デ
ー
タ
を
基
に
こ

ど
も
食
堂
の
運
営
面
の
課
題
を
浮
き
彫
り

に
し
、持
続
可
能
な
モ
デ
ル
と
、企
業
の
社

会
貢
献
活
動
に
よ
る
循
環
型
の
仕
組
み
づ

く
り
を
紹
介
し
ま
し
た
。次
に
、に
し
よ
ど

こ
ど
も
食
堂
く
る
る
は
区
内
の
交
流
会
で
、

建
設
会
社
と
知
り
合
い
、元
社
員
寮
を
提

供
し
て
も
ら
い
、こ
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ご
飯

を
作
る
「
く
る
る
キ
ッ
チ
ン
」を
始
め
る
な

ど
、様
々
な
コ
ラ
ボ
企
画
を
報
告
し
ま
し

た
。ま

た
、生
活
協
同
組
合
お
お
さ
か
パ
ル
コ
ー

プ
は
、食
材
を
配
達
す
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
、ま
だ

食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
食
品
を
寄

付
す
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
取
組
み
と
し
て
、

52
か
所
の
こ
ど
も
食
堂
と
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
支

援
団
体
へ
食
材
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、様
々
な
課
題
を
抱
え
た
母
子
が

入
所
し
て
い
る
母
子
生
活
支
援
施
設
の
リ
ア

ン
東
さ
く
ら
は
、退
所
後
の
支
援
と
し
て
、地

域
と
連
携
し
て
学
習
支
援
と
こ
ど
も
食
堂
の

役
割
を
担
う
無
料
学
習
塾「
ひ
だ
ま
り
」を

開
催
。主
任
児
童
委
員
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、

施
設
と
連
携
し
て
こ
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
う

こ
と
、そ
れ
に
は
ま
ず
こ
ど
も
た
ち
の
話
に

し
っ
か
り
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
大
切
と
話
し

ま
し
た
。

最
後
に
大
阪
府
子
ど
も
食
堂
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
事
業
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
お
い
て
、

情
報
の
共
有
、仕
組
み
を
議
論
す
る「
円
卓

ン
す
る〝
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
タ
イ
ム
〞を
設
け
る
な

ど
工
夫
し
て
い
て
、新
た
な
コ
ラ
ボ
企
画
が
次
々

と
生
ま
れ
て
い
ま
す
。住
之
江
区
の『
地
域
活

動
応
援
サ
ー
ク
ル
』で
は
、地
域
活
動
協
議
会

と
企
業
が
力
を
合
わ
せ
て「
イ
ベン
ト
」と「
プ
ロ

ボ
ノ
」の
2
つ
の
部
会
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

イ
ベン
ト
部
会
で
は
世
界
記
録
に
挑
戦
す
る
企

画
や
、メ
ン
バ
ー
の
専
門
的
な
強
み
を
発
信
し
、

受
給
調
整
を
行
う
ウェブ
サ
イ
ト
の
立
ち
上
げ

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

中
央
区
の
企
業
や
N
P
O
、学
校
等
で
構

成
す
る『
中
央
区
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
懇
談
会

（
C
F
K
）』で
は
、ま
じ
め
に
雑
談〝
ま
じ
雑
〞

を
ベ
ー
ス
に
、企
業
ス
キ
ル
を
活
か
し
た
地
域
で

の
出
前
講
座
や
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
を

テ
ー
マ
と
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
フェス
テ
ィ
バ
ル
の

開
催
に
つい
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〈
活
動
紹
介
〉

三
浦
宏
次 

福
島
区
社
会
福
祉
協
議
会

吉
見
浩
一 

入
浴
サ
ー
ビ
ス（
株
）（
西
淀
川
区
）

高
木
恭
子 

地
域
活
動
応
援
サ
ー
ク
ル
、

 

イ
ベ
ン
ト
部
会
・
プ
ロ
ボ
ノ
部
会（
住
之
江
区
）

石
黒
修 

中
央
区
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
懇
談
会（
中
央
区
）

会
議
」を
報
告
し
ま
し
た
。食
を
通
じ
た
こ

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
か
ら
各
団
体
の
多
様

な
活
動
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

と
き
ど
き
〝
記
者
〞佐
々
木
美
恵

基
調
講
演
で
は
、東
日
本
大
震
災
、大
阪
北

部
地
震
や
西
日
本
豪
雨
災
害
な
ど
の
被
災
状

況
の
説
明
が
あ
り
、防
災（
被
害
を
全
て
防

ぐ
）か
ら
減
災（
被
害
を
少
な
く
）で
災
害
に

対
応
す
る
こ
と
や
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
基
本
と
し

た「
自
助
・
近
助
・
共
助
・
公
助
」に
つい
て
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、チ
ー
ム
み
つ
や
は
、淀
川
区
三
津
屋
地

域
の
青
少
年
指
導
委
員
を
中
心
に
し
て
結
成
。

商
店
街
組
合
で
震
災
以
前
か
ら
繋
が
り
の
あ
っ

た
東
北
の
南
三
陸
町
や
各
被
災
地
へ
出
向
き
、

被
災
者
の
要
望
を
聞
き
活
動
し
ま
す
。自
ら

2
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
し
て
、土
砂
や
が
れ
き

な
ど
災
害
ご
み
の
回
収
を
し
た
こ
と
、メ
ン
バ
ー

と
炊
き
出
し
や
弁
当
の
配
布
を
し
た
体
験
を

話
し
ま
し
た
。

最
後
に
、N
P
O
法
人
日
常
生
活
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
パ
ー
テ
ィ・パ
ー
テ
ィ
は
、東
日
本
大
震

災
を
き
っ
か
け
に
、障
が
い
者
を
支
え
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
り
、年
に
数
回
、避
難
が
困
難
な

人
た
ち
と
各
地
域
で
避
難
訓
練
を
行
い
ま
す
。

災
害
時
に
避
難
が
困
難
に
な
る
人
と
し
て
、①

移
動
が
困
難
②
情
報
を
得
に
く
い
③
判
断
が

困
難
で
あ
る
こ
と
の
3
つ
の
要
素
を
あ
げ
ま

す
。様
々
な
課
題
に
対
し
て
、自
分
た
ち
の
で
き

る
こ
と
で
き
な
い
こ
と
を
整
理
し
て
、地
域
だ

け
で
解
決
す
る
の
で
は
な
く
、専
門
家
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、ゆ
だ
ね
る
こ
と
も
大
事
と
語
り

ま
す
。3
者
と
も
実
体
験
か
ら
生
ま
れ
た
貴

重
な
報
告
で
し
た
。とき

ど
き〝
記
者
〞星
野
教
壽

分科会の活動報告のあと、グループワークで活発な意見
交換をしました

こどもひろばで、中高生で構成する天下茶屋ジュニアリーダーが大活躍

〈
基
調
講
演
〉

〈
基
調
講
演
〉

平
野
覚
治 

（
一社
）全
国
食
支
援
活
動
協
力
会

〈
活
動
紹
介
〉

大
西
史
高 

に
し
よ
ど
こ
ど
も
食
堂
く
る
る

松
岡
賢
司 

生
協
協
同
組
合
お
お
さ
か
パ
ル
コ
ー
プ

吉
村
敏
幸 

（
福
）母
子
生
活
支
援
施
設
リ
ア
ン
東
さ
く
ら

福
永
美
和
子 

東
成
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会 

主
任
児
童
委
員

湯
川
ま
ゆ
み 

N
P
O
法
人
S
E
I
N
、

 

大
阪
府
子
ど
も
食
堂
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

原
田
多
美
子 

東
淀
川
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

 

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長
、

 

N
P
O
法
人
防
災
白
熱
ア
カ
デ
ミ
ィ 

ア
ソ
シ
ュ
エ
イ
ト

〈
活
動
紹
介
〉

泉
水
清
治　

 

三
津
屋
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

チ
ー
ム
み
つ
や

椎
名
保
友　

 

N
P
O
法
人
日
常
生
活
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

パ―

テ
ィ
・
パ
ー
テ
ィ
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令和2年度大阪市ボランティア活動振興基金助成

『福祉ボランティア活動支援事業』

福祉ボランティアに取り組む
みなさんを応援します

『福祉ボランティア活動支援事業』

福祉ボランティアに取り組む
みなさんを応援します

福祉ボランティアに取り組む
みなさんを応援します

申請期間

問合せ・申請用紙交付・申請窓口

2020（令和２）年３月２日（月）～2020（令和２）３月３１日（火）午後5時まで
＊最終受付時間を超えた受付はできません

大阪市ボランティア・市民活動センター（P14参照）
受付時間：月・水・金　午前９時３０分～午後7時
 火・木・土　午前９時３０分～午後5時（日曜・祝日は休館）
 大阪市ボランティア・市民活動センター窓口に持参（郵送不可）
 ※助成要項・申請書はホームページからダウンロードできます

対 象 団 体 大阪市内で福祉課題・地域課題の解決に取り組む非営利の活動団体（※）
＊活動実績の要件が既成項目により異なります
※一般社団法人・一般財団法人は、法人税法上の非営利型法人の要件を満たすもの(非営利性が徹底された法人、
　共益的活動を目的とする法人)

自 主 財 源 助成金額の１０％以上が必要になります

事業実施期間 2020（令和2）年4月1日（水）～2021（令和3）年3月３１日（水）

検索大阪市ボラ基金

助成内容一覧
助成項目

 人材（担い手）育成支援
 【事業助成】

申請上限額 内　　容

３０万円 継続した活動のための運営者やボランティア等新たな担い手となる
活動者の発掘・養成を目的とした事業支援※会員のスキルアップ不可

 居場所づくり支援
 【事業助成】 ２０万円 開設した居場所の安定した運営を目指すことを目的とした事業支援

居場所の改修（1団体1回限り）

 活動継続支援
 【事業助成】 ３０万円 既存の福祉ボランティア活動の拡充・拡大を目的とした事業支援

 チャレンジ支援
 【事業助成】 １００万円 新たな福祉課題解決に向けて、主体的かつ積極的に福祉ボラン

ティア活動の増進に取り組む事業支援（伴走型）

 立ち上げ支援(A)改修なし
 【団体助成】 (A)５０万円

 立ち上げ支援(B)改修あり
 【団体助成】

 運営継続支援
 【団体助成】

(B)８０万円

５万円

団体の立ち上げ初動期の基盤整備と団体の運営支援
（A）は1団体1回限り

福祉ボランティア活動継続のため、複数区で活動する団体の
運営支援

5

6

4

3

2

1

＊詳しくは、助成要項をご確認ください。

https://ocvac.osaka-sishakyo.jp/activity/kikin/


ボランティア活動総合補償制度のご案内

●お問合せ先
大阪市ボランティア・市民活動センター　制 度 運 営
〒543-0021　大阪市天王寺区東高津町12-10　大阪市立社会福祉センター1F TEL.06-6765-4041　FAX.06-6765-5618

各種損害保険・生命保険取扱　株式会社島本保険事務所 取扱代理店
TEL.06-6252-4520　FAX.06-6245-4686〒541-0056　大阪市中央区久太郎町4-1-3　大阪センタービル2階

ボランティアの方が日本国内における、ボ
ランティア活動中に、
①急激かつ偶然な外来の事故によるケガ
（傷害補償）
②偶然な事故によって他人の生命や身体
を害したり、他人の財物を滅失、破損ま
たは汚損した場合に、法律上の損害賠償
責任を負担することによって被る損害
（賠償責任補償）

補償概要

社会福祉協議会で、把握または登録（届出ま
たは委嘱等の手続きを経ており）している
社会福祉協議会の活動趣旨に準じたボラン
ティア活動を行うボランティア団体、個人

加入対象

毎年４月１日から翌年３月３１日まで保険期間

①自発的な意思により他人や社会に貢献
することを目的とし、日本国内で取り組
まれる活動であること 
② 所属ボランティア活動団体の会則に則
り、企画立案された活動や、社会福祉協
議会へ届け出たり、社会福祉協議会の委
嘱を受けた活動であること
③ 無償の活動であること（交通費、食事代
など費用弁償程度の支給は無償の範囲
に含みます）

対象活動

300円 500円 600円

Aプラン AプランＢプラン ＢプランＣプラン
年間保険料
（１人）

 

年度版 ボランティア活動中のもしもの時の安心をサポート

非営利・有償活動中、
①急激かつ偶然な外来の事故によるケガ
（傷害補償）
②偶然な事故によって他人の生命や身体
を害したり、他人の財物を滅失、破損ま
たは汚損した場合に、法律上の損害賠償
責任を負担することによって被る損害
（賠償責任補償）

補償概要

毎年４月１日から翌年４月１日まで保険期間

4,900円 6,300円年間保険料

加入対象 社会福祉協議会や加入要件を満たした、非
営利活動を実施する団体・グループ

非営利・有償活動団体保険
（団体・グループで加入）

詳細はパンフレットをご確認ください
大阪市ボランティア・市民活動センターと、各区ボランティア・市民活動センター／ボランティアビューローでご加入いただけます

ボランティア活動保険

2020.3 vol.24406

①福祉・文化・保健衛生・自然環境などの分
野における『営利目的ではない社会貢献
活動』であること
（例）配食サービス・訪問サービス・　　
手話通訳・環境調査など
②サービス提供先（利用者）から実費（交通
費・食事代・材料費）を超える対価を得て
いること
③その他、大阪市の社会福祉協議会と保険
会社において適当と認められた活動で
あること

対象活動
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自分たちで作ってみんなでお昼ごはん

初めてのアジの3枚おろしにチャレンジ

（左から）ZAKKA CAFEつくも南山さん、あゆみさん、地元ナビ.com御手洗さん、
NPO法人FAIRROAD栗本さん
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し
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し
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し
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こ
ど
も
た
ち
が
将
来
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
を
め
ざ
し
て

た
ゆ
め
る
カ
フ
ェ
は
、10
代
の
こ
ど
も
た
ち
を
中
心
に
し
た
地
域
の
居
場
所
で
す
。

2
0
1
9
（
令
和
元
）年
10
月
か
ら
大
正
駅
す
ぐ
の
「
Z
A
K
K
A 

C
A
F
E
つ
く
も
」で

不
定
期
開
催
で
ス
タ
ー
ト
。N
P
O
法
人
F
A
I
R
R
O
A
D
、地
元
ナ
ビ.
c
o
m
、

Z
A
K
K
A 

C
A
F
E
つ
く
も
が
協
働
運
営
し
て
い
ま
す
。

地
元
ナ
ビ
.
c
o
m
は
、大
正
区
の
飲
食

店
な
ど
を
取
材
し
て
情
報
発
信
や
、イ
ベン
ト

企
画
な
ど
を
行
う
任
意
団
体
で
す
。代
表

の
御
手
洗
賢
秀
さ
ん
は
、自
身
の
こ
ど
も
が
不

登
校
を
経
験
し
た
こ
と
で
、居
場
所
の
必
要

性
を
実
感
し
ま
し
た
。そ
こ
で
、昨
年
7
月
か

ら
何
ら
か
の
理
由
で
学
校
に
通
い
づ
ら
い
中
学

生
の
学
び
の
場
「
○
○
さ
ん
か
く
研
究
所
」と

い
う
事
業
を
始
め
ま
し
た
。月
2
回
程
度
、大

正
区
社
会
福
祉
協
議
会
を
拠
点
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

一方
、カ
フェの
前
が
大
通
り
で
、信
号
待
ち

の
登
下
校
中
の
小
学
生
に
声
を
か
け
る
な
ど
、

普
段
か
ら
地
域
の
こ
ど
も
た
ち
を
見
守
って

き
た
Z
A
K
K
A 

C
A
F
E
つ
く
も
オ
ー

ナ
ー
南
山
好
美
さ
ん
。あ
る
時
、御
手
洗
さ
ん

地
域
で
つ
く
る
居
場
所「
た
ゆ
め
る
カ
フ
ェ
」（
大
正
区
）

N
P
O
法
人
F
A
I
R
R
O
A
D
×
地
元
ナ
ビ.

c
o
m
×
Z
A
K
K
A 

C
A
F
E
つ
く
も

ま
る
ま
る

ラ　

ボ

み
た
ら
い

昼
前
、こ
ど
も
た
ち

は
カ
フ
ェ
に
集
ま
り
、

大
人
が
見
守
る
中
、

キ
ッ
チ
ン
で
調
理
し
た

り
、ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
、お
し
ゃ
べ
り

す
る
な
ど
、夕
方
ま

で
、そ
れ
ぞ
れ
自
由
に

過
ご
し
ま
す
。

「
こ
ど
も
た
ち
に

は
、理
由
な
く
い
け
る

場
所
が
必
要
で
す
」と

大
正
区
の
高
校
内
で

居
場
所（
※
）を
運
営

す
る
N
P
O
法
人

F
A
I
R
R
O
A
D

副
理
事
長
の
栗
本
正

則
さ
ん
。〝
理
由
な
く

い
け
る
場
所
〞と
は
、

こ
ど
も
た
ち
が
、自
由

に
過
ご
し
、リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
会
話
で
き
る
空
間
、安
心
で
き
る

大
人
が
い
る
場
所
の
こ
と
。10
代
の
こ
ど
も

た
ち
の
多
く
は
、学
校
と
家
以
外
に
行
き

場
が
あ
り
ま
せ
ん
。家
庭
環
境
な
ど
課
題

を
抱
え
て
い
る
場
合
は
真
っ
す
ぐ
家
に
帰

り
た
く
な
い
生
徒
も
い
ま
す
。そ
ん
な
時
に

気
軽
に
相
談
で
き
る
学
校
内
の
居
場
所
が

必
要
で
す
。

さ
ら
に
、学
校
を
卒
業
し
た
こ
ど
も
た

ち
に
も
、立
ち
寄
れ
る
居
場
所
が
地
域
に

あ
れ
ば
継
続
的
な
支
援
が
で
き
る
と
考
え

ま
し
た
。「
小
学
校
と
中
学
校
と
高
校
、地

域
の
そ
れ
ぞ
れ
に
拠
点
が
あ
っ
て
連
携
し
、

こ
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、何
か
あ
っ
た
ら
い

つ
で
も
地
元
に
も
ど
っ
て
相
談
で
き
る
居

場
所
を
作
り
た
い
」と
栗
本
さ
ん
。
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客席も参加型でライブを盛り上げます

（右から）うちだみつるさん、山野具則さん、内田亘さんの3人で各地をまわっています

む   

が
く

「
手
を
た
た
こ
う
！！
あ
り
が
と
う
！
」元

気
な
掛
け
声
に
、ギ
タ
ー
の
音
と
手
拍
子
が

重
な
っ
て
い
き
ま
す
。歌
っ
て
い
る
の
は
山
野

具
則
さ
ん
。大
阪
を
拠
点
に
活
動
す
る
男

か
ら
不
登
校
の
こ
ど
も
た
ち
の
話
を
聞
き
、自

分
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
、地
域
の
人
と
こ
ど

も
が
顔
見
知
り
に
な
って
、暮
ら
し
や
す
い
大

正
区
に
な
って
ほ
し
い
と
の
想
い
が
強
く
な
り

ま
し
た
。

こ
う
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
が
重
な
り
、

3
団
体
の
協
働
が
実
現
し
ま
し
た
。「
こ
の
前
、

缶
詰
を
開
け
る
の
に
、缶
切
り
が
な
く
て
。常

連
の
お
客
さ
ん
が
、こ
ど
も
た
ち
に
缶
切
り
を

使
わ
ず
に
開
け
る
方
法
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
」と
南
山
さ
ん
。普
段
か
ら
営
業
す
る
カ
フェ

で
の
開
催
だ
か
ら
こ
そ
、誰
で
も
入
り
や
す
い

雰
囲
気
が
あ
り
、多
様
な
人
と
の
交
流
を
可

能
に
し
て
い
ま
す
。

「
い
ろ
い
ろ
な
大
人
と
関
わ
る
、〝
ナ
ナ
メ
の

関
係
づ
く
り
〞が
大
切
で
す
。文
化
的
で
社
会

的
な
経
験
を
す
る
こ
と
で
、生
活
力
を
身
に

着
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」と
栗
本
さ
ん
。こ

ど
も
た
ち
と
地
域
の
人
た
ち
が
自
然
に
会
話

を
交
わ
し
合
い
、た
ゆ
め
る
場
所
。こ
れ
か
ら

も
こ
ど
も
た
ち
を
見
守
って
い
き
ま
す
。

たゆめるカフェ
（大正区三軒西1丁目26-5/ZAKKA CAFEつくも）
開催日：2月16日（日）、19日（水）、21日（金）、25日（火）
 3月4日（水）、13日（金）、18日（水）、23日（月）、
 28日（土）、31日（火）
開催時間：午前11時～午後5時

info@fairroad.org（NPO法人FAIRROAD）
090-8147-3348（ZAKKA CAFEつくも）
https://www.jimoto-navi.com/tayumeru/index.html

問合せ

TEL＆FAX 072-878-6747　http://mugaku-live.com/問合せ・出前ライブ注文

「
夢
楽
ら
い
ぶ
」一座

む    

が
く

性
3
人
組
バ
ン
ド
「
夢
楽
ら
い
ぶ
」一
座
の

座
長
と
し
て
、高
齢
者
施
設
等
の
社
会
福

祉
施
設
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ラ
イ
ブ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

山
野
さ
ん
ら
が
こ
の
日
訪
れ

た
の
は
、平
野
区
の
デ
イ
ホ
ー
ム

「
ラ
・シ
ン
シ
ア
」。約
40
人
の
利

用
者
と
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
が
掛
け

声
に
合
わ
せ
手
拍
子
、足
拍
子

を
鳴
ら
す
と
「
お
お
き
に
！
」

「
リ
ズ
ム
感
ば
っ
ち
り
！
」と
合
い

の
手
。利
用
者
の
笑
顔
が
こ
ぼ
れ

ま
す
。

バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
は
、山
野
さ

ん
、内
田
亘
さ
ん
、う
ち
だ
み
つ

る
さ
ん
の
３
人
。も
と
は
フ
ォ
ー

ク
喫
茶
で
ソ
ロ
活
動
を
し
て
い
た

山
野
さ
ん
が
、常
連
客
か
ら
「
う

ち
の
病
院
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
歌

い
に
来
て
ほ
し
い
」と
依
頼
さ
れ

た
の
が
バ
ン
ド
結
成
の
き
っ
か

け
。利
用
者
も
音
楽
に
合
わ
せ

て
体
を
動
か
し
な
が
ら
歌
う
ス

タ
イ
ル
は
、リ
ハ
ビ
リ
の
効
果
も

期
待
さ
れ
、気
づ
け
ば
17
年
で
、

3
8
0
0
公
演
。昼
間
は
ラ
イ

ブ
、深
夜
や
早
朝
に
バ
イ
ト
と
息

を
つ
く
暇
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
」と
手
を
ふ

る
利
用
者
や
施
設
ス
タ
ッ
フ
の
笑
顔

に
突
き
動
か
さ
れ
、駆
け
続
け
て
き

ま
し
た
。

夢
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ラ
イ
ブ
か
ら

紅
白
歌
合
戦
出
場
！！
す
べ
て
オ
リ

ジ
ナ
ル
曲
、ギ
タ
ー
弾
き
語
り
で
、

観
客
と
の
か
け
あ
い
を
楽
し
み
、

「
聴
く
人
と
と
も
に
音
楽
を
つ
く
っ

て
き
た
」と
い
う
一
座
。今
年
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
帳
も
、ラ
イ
ブ
予
定
で
び
っ

し
り
と
埋
ま
っ
て
い
ま
す
。

と
き
ど
き
〝
記
者
〞 

柳
智
子

（※）大阪府教育庁の「課題を抱える生徒フォローアップ事業」

https://www.jimoto-navi.com/tayumeru/index.html
http://mugaku-live.com/


問合せ▶

お昼の１時間ほど、お食事のお手伝いをしていただける人を募集しています。

西成障害者会館
http://humannet.or.jp/

TEL/06-6562-5800 　FAX/06-6562-6677
Eメール　yamawaki@humannet.or.jp （担当：山脇）　

高校生以上　交通費：上限600円人数・条件

申込方法 TEL・FAX

西成障害者会館（西成区長橋3-2-27）　
地下鉄「花園町」駅 徒歩１2分　JR「今宮」駅 徒歩13分

場 所

毎週月曜日～土曜日のいずれか１日(11:30～12:30)日 程

④障がいがある人のお昼ご飯のお手伝いをしてくださる人

問合せ▶

音訳ボランティアを志す人を対象に、発声、発音、アクセントなどの基礎練習を中心
とした全15回の講習会を開講します。修了後は、当センター主催の「音訳ボランティ
ア養成講習会(２)」（選考試験があります）に進んでいただくことができます。

社会福祉法人 日本ライトハウス情報文化センター
http://www.lighthouse.or.jp/iccb/

TEL/06-6441-1017　FAX/06-6441-1027
Eメール　rec@iccb.jp （担当：録音製作係 木田・内藤）　

15人(先着順) 　 受講料：7,000円（初回に納めていただきます）人数・条件
申込方法 FAX・Eメール・郵送・来所　締切：3/11（水）必着

※HPより申込用紙をダウンロードし、必要事項を記入のうえ、応募ください

日本ライトハウス情報文化センター　4階会議室（西区江戸堀1-13-2）
地下鉄「肥後橋」駅　2番出口すぐ

場 所

4/7～7/21の毎週火曜日(5/５は除く)　13：00～14：50（全１５回）　
※予備日：7/28(火)（台風などで開催できなかった回のための日程です）

日 程

⑤「２０２０年度 前期 音訳ボランティア養成講習会(1)」のご案内

問合せ▶

サタデークラスでは、外国にルーツを持つこどもたちの居場所づくりと、教科・日本
語学習、高校受験対策などをマンツーマンで実施しています。

TEL/080-3730-9478
Eメール　saturdayclass2005@gmail.com（担当：児島）　

Eメール申込方法

ECC国際外語専門学校(北区中崎西２-１-６)
地下鉄「中崎町」駅４番出口 徒歩１分

場 所

毎週土曜日　14:00～16:00　(終了後、ボランティアミーティングあり)
※毎月第1土曜日は説明会&見学会（社会人のみ資料代５００円が必要です）

日 程

①外国にルーツを持つこどもへ学習支援・居場所づくりのボランティア・運営スタッフの募集

問合せ▶

桜咲くお寺や神社で人形劇や模擬店を楽しめる天王寺の地域イベントです。
スタンプラリーの受付などお手伝いいただけるボランティアを募集！

なにわ人形芝居フェスティバル運営委員会事務局
http://isshinji.net/ningyoufes/

TEL/06-6774-2877　FAX/06-6774-4003
Eメール　ningyoufes@isshinji.net （担当：雨宿・堀内）　

終日活動できる人　定員：70人　食事：昼食あり　謝礼：図書カード支給人数・条件

申込方法 TEL・ＦＡＸ・Ｅメール・来所　締切：3/15(日)
※住所・氏名・年齢・連絡先・学生または一般をお知らせください

一心寺シアター倶楽（天王寺区逢阪2-6-13 B1F）
※活動場所は一心寺～下寺町(天王寺区)周辺 
地下鉄「四天王寺前夕陽ヶ丘」駅 徒歩10分   地下鉄「天王寺」駅 徒歩10分

場 所

4/5（日） 8:30～16:00日 程

②「第24回なにわ人形芝居フェスティバル」ボランティアスタッフ募集！

問合せ▶

図書貸出・返却の受付や配架、書棚整理、資料組み、整頓、住教育に関する模型製作
を行うボランティアを募集します。２週間に１回以上活動いただける人歓迎します。

大阪市立住まい情報センター　住まいのライブラリー
https://www.sumai-machi-net.com/event/portal/event/33684

TEL/06-6242-1160　FAX/06-6354-8601
〒530-0041 北区天神橋６丁目4-20 4階 住情報プラザ
大阪市立住まい情報センター　ライブラリー担当（火曜日・祝日の翌日休館）

満20 歳以上　定員：50人程度
※ボランティア活動にかかる研修を受講できる人。ただし、報酬や交通費等はありません
ボランティア活動時間帯 10：00～12：00/12：00～14：30/14：30～17：00
 （平日・土曜日は17：00～19：00も可能）

人数・条件

申込方法 FAX・郵送・HP・来所 締切：3/16（月）

住まい情報センター ５階 研修室（北区天神橋 6-4-20）
地下鉄・阪急「天神橋筋六丁目」駅３番出口に直結　JR「天満」駅 徒歩9分

場 所

説明会：3/29（日）・30（月）　11:00～（1時間程度の予定）
※都合の良いどちらかの日程に参加

日 程

⑥令和2年度住まいのライブラリーボランティア募集 説明会

問合せ▶

私たちは、地域で生活する障がい者が、メンバー自身で企画を立て、実行していま
す。イベントでメンバーさんの車いすを押したり、食事介助などのボランティアを募
集しています。

TEL/06-6975-7066　FAX/06-6975-7088
Eメール　ciloh_forever_itsumademo@yahoo.co.jp （担当：掛）　

数人程度　交通費：実費支給（１,０００円まで）　食事：昼食代（５００円）支給人数・条件

申込方法 TEL・FAX・Eメール

地域活動支援センター　ＦＯＲＥＶＥＲ～いつまでも～（東成区大今里南２-２-１７）　
地下鉄・近鉄「今里」駅 徒歩１０分

場 所

不定期開催（９：００～１６：００までの間）　
※日程についてはお問合せください

日 程

③一緒にお出かけしましょう
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『参加してみたい！』と思ったり、
内容について聞いてみたいことがあれば、
各団体まで直接『コンボを見て』とお問い合わせください。

イベント・講座・
セミナーなどの情報

その他、助成金
などの情報

ボランティア
募集などの情報

ボランティア募集、イベント・セミナー情報いっぱい！

I n f o rm a t i o n  M a r ke t

情報マーケット掲載団体に
問合せするのに便利なQRコード

気になる情報があれば、スマホで
下記QRコードをQRコードリーダー
で読み取る

1

掲載団体の情報一覧を
ダウンロード！！

2

問合せ先、
団体ホームページなどに
アクセスできます！

3

あまやど ほりうち

サタデークラス（NPO法人おおさかこども多文化センター内）
https://www.facebook.com/saturdayclassinjuso/

ＮＰＯ法人 自立生活センター・おおさかひがし(地域活動支援センター フォーエバー)
https://www.facebook.com/地域活動支援センターforeverいつまでも-283582268652047/

https://ocvac.osaka-sishakyo.jp/comvoHP/ichiran1.html
https://www.facebook.com/saturdayclassinjuso/
http://isshinji.net/ningyoufes/
https://www.facebook.com/%E5%9C%B0%E5%9F%9F%E6%B4%BB%E5%8B%95%E6%94%AF%E6%8F%B4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BCforever%E3%81%84%E3%81%A4%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%82%82-283582268652047/
http://humannet.or.jp/
http://www.lighthouse.or.jp/iccb/
https://www.sumai-machi-net.com/event/portal/event/33684


単発的な活動 継続的な活動 平日に開催 土日祝に開催 食事あり 交通費支給 初心者OK

問合せ▶

「大阪万博にむけて５年間で大阪をキレイにしよう」というテーマで月1回ごみ拾い
をしています。

CGMボランティア大阪
https://j-cgm-volunteer.net/

TEL/070-5344-8726
Eメール　cgm.west@gmail.com （担当：松本）　

どなたでも人数・条件

申込方法 Ｅメール

関西テレビ放送前（北区扇町２-１-７）
地下鉄「扇町」駅 徒歩1分　JR「天満」駅 徒歩1分

場 所

毎月第2土曜日 10:00～11:30
※場合によっては変更になる場合があります

日 程

⑦扇町公園ごみ拾い

問合せ▶

おもちゃ修理の講義とハンダ付け等の実習。

大阪市立阿倍野区老人福祉センター

TEL/06-6623-8052　FAX/06-6623-2876
Eメール　rjfc71an@fancy.ocn.ne.jp （担当：福西）　

市内在住の６０歳以上の人　定員：１２人（抽選）
参加費：３００円（材料代）

人数・条件

申込方法 TEL・来所　締切：２/２５（火）

阿倍野区老人福祉センター（阿倍野区阪南町５-１２-２６）
地下鉄「西田辺」駅　１・３番出口 徒歩５分　シティバス「阪南町５丁目」 徒歩５分
※22日のみ阿倍野区子ども・子育てプラザで開催

場 所

３/７（土）・２１（土） 13:30～16:30  
３/２２（日） 10:00～12:00

日 程

⑧おもちゃドクター養成講座（全３回）

問合せ▶

毎週金曜日の夜に弁天町で日本語教室を開催中です。
外国人と日本語でおしゃべりをするボランティアを募集しています。

市岡日本語教室
http://ichioka-nihongo.org/

TEL/080-3846-2581
Eメール　info@ichioka-nihongo.org （担当：札葉）　

20人　参加費：正会員になれば年間 3,000円人数・条件

申込方法 TEL・Ｅメール　締切：なし

港区民センター（港区弁天２-１-５）
地下鉄「弁天町」駅 2番出口 徒歩5分　JR「弁天町」駅 徒歩5分

場 所

2/28（金）19：00～（新規ボランティア説明会）
以降、毎週金曜日（19:00～20:30）に開催

日 程

⑪市岡日本語教室　新規ボランティア説明会

問合せ▶

ことばや社会性に不安のあるこどもへの関わり方を竹田契一先生の講義から
学び、 障がいの理解を深め、授業サポートの方法を学ぶ機会としてください。

学校法人 大阪YMCA サポートクラス
https://www.osk-ymca-intl.ed.jp/supportclass/assets/docs/2020volunteer.pdf

TEL/06-6441-5070　FAX/06-6443-7544
Eメール　supportclass@osakaymca.org （担当：高松）　

18歳以上※　定員：50人(先着順)
※ボランティアとして活動する意思のある人

人数・条件

申込方法 TEL・HP

大阪YMCA会館（西区土佐堀１-５-６）
地下鉄「肥後橋」駅 ３番出口 徒歩５分　京阪・地下鉄「淀屋橋」駅 ４番出口 徒歩１０分

場 所

4/11（土） 10:00～15:00日 程

⑩ボランティア養成講座
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公益社団法人　
大阪府鍼灸マッサージ師会

Voice
団体名

どんな活動をしていますか？

視覚障がい者に対する支援の一環として点訳ボランティア養
成講座を毎年開催しています。点訳の基礎から学び点訳本の
作成をはじめ地域のボランティア活動にも参加しています。

「情報マーケット」に募集をかけるきっかけは？

一人でも多くの人に参加を呼びかけたいと思い、「情報マー
ケット」に掲載させていただきました。講習会の1日目は、
アイマスクを体験していただいています。

掲載された後、みなさんからの反響はいかがでしたか？

たくさんの問い合わせがありました。情報誌にホームページ
URLを掲載して頂いているので、ホームページもよく見て頂
いています。

ここでは、過去に
“情報マーケット”で掲載した
団体の声をご紹介します！

ここでは、過去に
“情報マーケット”で掲載した
団体の声をご紹介します！

ここでは、過去に
“情報マーケット”で掲載した
団体の声をご紹介します！

⑨「点訳ボランティア養成講座」受講生募集

問合せ▶

6つの点の組み合わせだけで拡がる点字の世界を体験してみませんか！
楽しい講座です。少しでも興味のある人、初心者の人、大歓迎です。

公益社団法人 大阪府鍼灸マッサージ師会
https://www.osmk.osaka.jp

TEL/06-6624-3332　FAX/06-6624-3337
Eメール　info@osmk.osaka.jp （担当：小川）　

大阪府にお住まいの人　定員：20人
参加費：無料（テキスト代1,540円が必要）

人数・条件

申込方法 TEL・FAX・郵便・来所　締切：3/20（金・祝）

大阪府鍼灸マッサージ会館3階（阿倍野区昭和町2-10-5）
地下鉄「昭和町」駅　３番出口 徒歩５分

場 所

4/1～6/17の毎週水曜日（全10回）　14:00～16:00
※4/29・5/6は除く

日 程

ふだ  ば

点字の世界を体験してみませんか！

https://j-cgm-volunteer.net/
https://www.osmk.osaka.jp
https://www.osk-ymca-intl.ed.jp/supportclass/assets/docs/2020volunteer.pdf
http://ichioka-nihongo.org/


問合せ▶

精神疾患を抱えて生きづらさや悩みを持つ自助グループです。当事者が集まり交
流しています。是非、参加してみませんか？

吹田市公益活動団体 社会の中で共に生きる会あゆみ
http://kokoronoayumi.web.fc2.com/

TEL/090-6754-6219
Eメール　dr457738@bc4.so-net.ne.jp （担当：髙木）　

どなたでも人数・条件

申込方法 TEL・Eメール

南千里地区公民館(吹田市津雲台１-２-１)
阪急「南千里」駅すぐ

場 所

毎月第3日曜日10:00～12:00
※来れない人は必要に応じて相談ください

日 程

⑯生きづらさや悩みを語り合いませんか？

問合せ▶

傾聴とは相手の気持ちによりそいお話を聴くことです。初めての人も大歓迎です。
心によりそう傾聴ボランティア活動を始めてみませんか？

中央区社会福祉協議会
http://www.osaka-chuo-syakyo.jp/

TEL/06-6763-8139　FAX/06-6763-8151 
Eメール　chuo-tiiki-katudow@shakyo-osaka.jp （担当：中原）　

どなたでも　定員：20人(先着順) 人数・条件
申込方法 TEL・ＦＡＸ・Ｅメール・来所　締切：2/25(火)

中央区社会福祉協議会(ふれあいセンターもも：中央区上本町西2-5-25)
地下鉄「谷町六丁目」駅 3番出口 徒歩5分
社会福祉法人健勝会 特別養護老人ホームさくら(中央区農人橋1-4-20)[3日目のみ]
地下鉄「谷町四丁目」駅 8番出口 徒歩5分

場 所

１日目:2/29(土) 10:00～12:00「そのまま受け止めて聴く～2つの聴き方で傾聴体験～」
2日目:3/6(金) 10:00～12:00「日常会話と傾聴の違い」
3日目:3/13(金) 10:00～11:30「実際にやってみよう！～社会福祉施設で実習体験～」

日 程

⑫はじめての傾聴ボランティア講座～傾聴ってなぁに？～

問合せ▶

ステージパフォーマンス、フードコーナー、おもちゃ病院、動物ふれあいコーナー
などみなさまに楽しんでいただける内容が盛りだくさんです。

平野区社会福祉協議会/平野区ボランティア・市民活動センター
http://hirano-kushakyo.or.jp/

TEL/06-6795-2200　FAX/06-6795-2929
Eメール　nico-nico.c@3sweb.ne.jp （担当：井上）　

どなたでも人数・条件

申込方法 申込不要

コミュニティプラザ平野 平野区民センター（平野区長吉出戸5-3-58）
地下鉄「出戸」駅 ４番出口 徒歩３分

場 所

3/8(日) 11:00～15:00日 程

⑰第４回 全員集合！ボラセンまつり

問合せ▶

認知症マフは、認知症の人が触れることで気持ちを落ち着かせるイギリス発祥の
マフです。いっしょにつくって認知症の人に届けませんか？

生野区ボランティア・市民活動センター
http://ikunoku-shakyo.jp/

TEL/06-6712-3101　FAX/06-6712-3001
Eメール　iku-chikatsu@tune.ocn.ne.jp （担当：藤村）　

どなたでも　定員：20人(先着順)人数・条件

申込方法 TEL・ＦＡＸ

生野区在宅サービスセンター 2階ボランティアルーム (生野区勝山北3-13-20)
JR「桃谷」駅 徒歩15分

場 所

3/26（木）、4/23（木）、5/28（木）、6/25（木）、7/30（木）
13：30～15：00

日 程

⑬認知症マフボランティア養成講座

問合せ▶

子ども情報研究センターでは、「子どもの権利条約採択30周年＆日本批准25周年
記念企画 第2弾！！」として、映画『沈没家族 劇場版』の上映会を開催します。

子ども情報研究センター
https://kojoken.jp/index.html

TEL/06-4708-7087　 FAX/06-4394-8501
Eメール　kenshu@kojoken.jp　

どなたでも　※席に限りがありますので先着順となります
参加費：団体正会員1,200円、賛助会員1,300円　一般 (非会員) 1,500円
※18歳未満の人は半額

人数・条件

申込方法 TEL・FAX・Eメール　締切：3/13(金)
※FAX、Eメールの場合は「沈没家族上映会申込」記載の上、１回目か２回目どちらか希望の
　時間を記入しお申し込みください

ＨＲＣビル5階ホール（港区波除4丁目1-37）
ＪＲ「弁天町」駅北口 徒歩8分　地下鉄「弁天町」駅 4番出口 徒歩10分

場 所
3/22(日) １回目：13:30～16：15　２回目：17:00～19：45日 程

⑱映画『沈没家族　劇場版』上映会（監督のトークつき）

問合せ▶

「こどもが笑顔で過ごすには、まずママを笑顔に！」をコンセプトに、1000人のママ
の笑顔を作るイベントです。熊丸みつ子先生の講演会があります。

1000ママスマイルプロジェクト
https://hagukumimazahuesu.amebaownd.com/

TEL/090-5674-8322
Eメール　1000mamasmile@gmail.com （担当：高野）　

どなたでも　
食　事：マルシェに飲食ブースを出展(金券で食事可)
参加費：1,500円(内500円はマルシェで使える金券)

人数・条件

申込方法 HP

梅田クリスタルホール(北区中崎西2丁目4番12号 梅田センタービルＢ1)
阪急「大阪梅田」駅 徒歩５分　地下鉄「梅田」駅・「東梅田」駅 徒歩７分

場 所

3/20（金・祝）10：30～16：00日 程

⑭はぐくみマザーズフェス

問合せ▶

いつやってくるかわからない災害にそなえ、家族みんなで考え、話し合っていただく
プログラムを用意しました。

NPO法人 ペットライフネット
http://petlifenet.org/

TEL/06-6541-5733　 FAX/ 06-6541-5722
〒550-0012 西区立売堀1-9-37 ニューライフ本町1階
Eメール　wanyao@petlifenet.org (担当:吉本)　

どなたでも（避難訓練のみ先着８組）　参加費：無料人数・条件

申込方法 TEL・FAX・Eメール・HP・来所

大阪府動物愛護管理センター アニマルハーモニー大阪（羽曳野市尺度53番地４）
近鉄「古市」駅　タクシー約１０分・徒歩４０分　南阪奈道路「羽曳野インター」出口すぐ

場 所

3/22（日） 11:00～16:00日 程

⑲犬と猫といっしょ！！　２０２０家族の防災

問合せ▶

災害時に「やさしい日本語」を使って外国の人に情報を伝える方法について学びます。
※「やさしい日本語」＝日本語を勉強中の外国人にも分かりやすい、伝わりやすいよう配慮した日本語のこと

公益財団法人 大阪国際交流センター
（共催：大阪市社会福祉協議会）
http://www.ih-osaka.or.jp/

TEL/06-6773-8989（大阪国際交流センター）

事前申込制 　定員：50人(先着順)　※定員に達するまで受付　参加費：無料人数・条件

申込方法 TEL・HP

大阪国際交流センター 3F いちょう（天王寺区上本町８丁目２-６）
地下鉄「谷町九丁目」駅　10番出口 徒歩10分

場 所

3/20（金・祝） 13：30～16：00日 程

⑮ボランティア研修～災害時に「やさしい日本語」で伝えよう～
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http://www.osaka-chuo-syakyo.jp/
http://ikunoku-shakyo.jp/
https://hagukumimazahuesu.amebaownd.com/
http://www.ih-osaka.or.jp/
http://kokoronoayumi.web.fc2.com/
http://hirano-kushakyo.or.jp/
https://kojoken.jp/index.html
http://petlifenet.org/


単発的な活動 継続的な活動 平日に開催 土日祝に開催 食事あり 交通費支給 初心者OK

問合せ▶

様々な障がいのため、自然観察は無理と諦めていませんか？都市公園での野鳥観察
を主に行っています。一緒に身近な自然を楽しみましょう。サポート隊員も募集中！

バリアフリー自然探検隊
https://bfstanken.blogspot.com/

TEL/090-1708-2504
Eメール　bfstanken@gmail.com (担当:宮野谷)　

・病気や障がい等様々な理由でなかなか出かけられなかった人とその介助者
・障がいの有無に関わらずそういった方々のサポートをしたい人
参加費：無料　※双眼鏡の貸出あり・筆談・手話対応可能

人数・条件

申込方法 Eメール・HP（申込専用フォーム）・その他※
※twitter、facebookのDMなど、ホームページで確認ください

大阪市近郊の都市公園（主に大阪城公園）
JR・地下鉄「森ノ宮」駅 徒歩５分

場 所
毎月第４週の水曜日10:30～12:30日 程

⑳都市公園でバリアフリー自然観察　参加者募集

問合せ▶

ＮＰＯのネットワーク作りを応援！他のＮＰＯからノウハウを学び、活動のヒントが得
られます。

一般財団法人 Ｈ２Ｏサンタ
https://www.hankyu-dept.co.jp/h2o-santa/

TEL/06-6361-9304
Eメール　h2osanta@h2o-retailing.co.jp (担当:森田)　

社会貢献団体関係者に限る　定員：80人(先着)　食事：あり
参加費：無料

人数・条件

申込方法 HP（https://kokucheese.com/event/index/588050/）
締切： 3/4（水）

阪急うめだ本店 13階ダイヤモンドホール(北区角田町８番７号)
阪急「大阪梅田」駅 徒歩1分

場 所

3/18（水） 13:30～17:00(13:00開場)日 程

○第1回 Ｈ２Ｏサンタ ＮＰＯ交流会 参加者募集

問合せ▶

本を直観で選んで、眼を閉じて開いて、指した文章を書きだして栞（しおり）にします。
どんな文章を選んだのか、みんなでワイワイと話し合うのも楽しいです。

クレオ大阪西・こども文化センター
http://www.creo-osaka.or.jp/west/

TEL/06-6460-7800　FAX/06-6460-9630

２０人(先着)　参加費：無料人数・条件

申込方法 TEL・FAX・HP・来所

クレオ大阪西・こども文化センター(此花区西九条6-1-20) 場 所

3/13（金）14:00～15:30日 程

○本が苦手でも気にしない！図書コーナーの本で直観読みブックマーカー

21

22

○ノエビアグリーン財団助成事業
公益財団法人 ノエビアグリーン財団
https://www.noevirgreen.or.jp/grants/

問合せ▶03-5568-0305   
Eメール　info@noevirgreen.or.jp （担当/三井・森山・後藤）

「JT SDGs貢献プロジェクト」では、JTグループ が社会貢献活動の重点課題として位置付け
ている、「格差是正」、 「災害分野」、「環境保全」に取り組む様々な団体の事業を支援します。

日本を代表するジュニアスポーツ選手の育成、また、心身ともに健全な青少年の育
成に寄与することを目的として、一般公募による助成活動を実施しています。

○JT SDGs貢献プロジェクト
～包摂的かつ持続可能な地域社会の発展に向けて～

日本たばこ産業株式会社 
https://www.philanthropy.or.jp/jt/

問合せ▶HPの問い合わせフォームより
https://www.philanthropy.or.jp/jt/

対象事業 「格差是正」、「災害分野」、「環境保全」につながり、包摂的かつ持続可能な地域社会の発展に貢献する事業

助成対象 [団体]児童、青少年の健全育成の向上を目的とした体験活動、およびスポー
ツの振興に関する事業を積極的に行い、または奨励している団体

[個人]18歳以下で世界大会やオリンピック、パラリンピック出場等を目指す
アマチュアスポーツ選手

24

25

応募締切 2/28（金）12：00
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※受付・掲載有無について、編集室からはご連絡しません。※申し込み＝掲載確定ではありません。
誌面に限りもあり、ご希望に添えない場合があります。※掲載された場合は、編集室から問い合わせや
申し込み状況などの反響についてお尋ねする場合があります。

天王寺区東高津町12-10　TEL/06-6765-4041　FAX/06-6765-5618　Eメール ocvac@osaka-sishakyo.jp (担当：阪井・縄・金沢)
申込先・問合せ先 大阪市ボランティア・市民活動センター ボランティア・市民活動情報誌「COMVO」編集室

※本誌の発行日は8月と1月を除く毎月15日です。募集締切は掲載希望号発行月の前々月末日とします。
（例：2020年4月15日発行号（5月号）に掲載希望の場合は2月末まで）おことわり

ボランティアの募集情報や、ボランティア・市民活動に関するイベント・セミナーの
告知情報を常時、お待ちしています。どしどしお寄せください。

専用フォームから情報をお寄せください。
https://ws.formzu.net/fgen/S35245908/申し込み方法

情報求む！情報求む！情報求む！

お
く
ば
っ
く
ん

問合せ▶

産後間もない家庭での家事支援をしてくださるサポーターを募集しています!

公益社団法人 大阪市ひとり親家庭福祉連合会
http://www.hitoren-osaka.org/

TEL/06-6371-7146　FAX/06-6371-6722
〒531-0071 北区中津1-4-10 大阪市立愛光会館内
Eメール　haha-10@v-aid.org (担当:西田)　

３０人　次のいずれかの資格をお持ちで70歳以下の人
（ヘルパー3級以上・介護職員初任者研修・介護福祉士実務者研修・
介護福祉士・看護師・保育士・幼稚園教諭）
※あわせてひとり親家庭等日常生活支援事業 家庭生活支援員としても登録できる人

人数・条件

申込方法 ＦＡＸ・郵便・来所　締切：2/20（木）

大阪市立愛光会館(北区中津1-4-10)　地下鉄「中津」駅 ５番出口 徒歩3分場 所
3/7（土） 9:15～16:40日 程

○エンゼルサポーター認定研修会23

応募方法「助成サポートシステム」から申込み　※HP参照

助 成 額 1件あたり上限300万円

対象団体 以下の要件をすべて満たす団体を対象とします
(1) 法人（営利／非営利等は問わない）
(2) 主たる事業所所在地と事業展開地が日本国内 
(3) 法人の設立目的や活動内容が、政治、宗教、思想に偏っていないこと 
(4) 反社会的勢力や反社会的勢力と交友関係を有する法人でないこと

助 成 額 1法人1事業を対象とし、上限200万円
※選考において、申請金額を減額して助成を決定する場合があります

応募方法 HPから申請書をダウンロードし、必要書類と共に申請用サイトから応募してください
※詳しくはHPを参照ください

応募期間 通年

参加費：無料　※託児あり。対象年齢は2歳～小学生（12歳）までのお子さん

みやの  や

https://bfstanken.blogspot.com/
https://www.hankyu-dept.co.jp/h2o-santa/
http://www.creo-osaka.or.jp/west/
http://www.hitoren-osaka.org/
https://www.noevirgreen.or.jp/grants/
https://www.philanthropy.or.jp/jt/
https://www.philanthropy.or.jp/jt/
https://ws.formzu.net/fgen/S35245908/
https://ws.formzu.net/sfgen/S35245908/
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過去の様子

私
た
ち
の
福
祉
教
育 

オ
ン
リ
ー
ワ
ン

草
部
眞
美

地
域
で
暮
ら
す
多
様
な
人
た
ち
と
出
会
い
、一
人
ひ
と
り
の
存
在
を
大
切
に
す
る
た
め
に
自
分
が
ど

う
行
動
す
れ
ば
良
い
か
を
考
え
る
福
祉
教
育
。こ
れ
ま
で
福
祉
教
育
に
関
わ
っ
て
き
た
人
が
毎
号
1
人

登
場
し
て
い
ま
す
。

No.9

プロフィール
有限会社クサベ在宅サービス 代表　
看護師 大阪市認知症介護指導者
趣　味 海外ドラマ・水泳

2
0
0
0（
平
成
12
）年
に
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ

た
時
か
ら
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
、2
0
1
1（
平
成

23
）年
か
ら
は
訪
問
看
護
師
と
し
て
、で
き
る
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

と
利
用
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
へ
の
支
援
を
続
け
て
き
ま

し
た
。し
か
し
そ
の
利
用
者
さ
ん
が
「
認
知
症
」と
い
う

病
気
に
な
っ
た

途
端
、周
囲
の

人
た
ち
か
ら

敬
遠
さ
れ
た

り
、過
度
に
干

渉
さ
れ
た
り
、

時
に
は
早
く

施
設
へ
入
所
さ

せ
て
ほ
し
い
、

等
の
声
が
あ

が
っ
て
く
る
の

を
何
回
も
経

験
し
て
き
ま

し
た
。

「
認
知
症
」は
決
し
て
特
別
な
病
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
認
知
症
と
共
に
生
き
る
人
」は
何
も
わ
か
ら

な
い
人
や
こ
わ
い
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。少
し
生
活
の

難
し
さ
を
抱
え
て
い
る
だ
け
な
の
で
す
。け
れ
ど
ま

だ
ま
だ
「
認
知
症
」や
「
認
知
症
と
共
に
生
き
る
人
」

へ
の
偏
見
や
蔑
視
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
少
し
で
も
「
認
知
症
」に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
て
い
た
だ
き
、「
認
知
症
と
共
に
生
き
る
人
」や

そ
の
ご
家
族
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」の
講
師
役
を
務

め
て
い
ま
す
。小
学
校
、中
学
校
、高
校
、大
学
、一
般

企
業
や
介
護
事
業
所
、地
域
の
老
人
会
や
家
族
会

等
、様
々
な
所
に
出
向
き
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

小
さ
な
小
さ
な
活
動
で
す
が
、粘
り
強
く
、細
く

長
く
続
け
る
こ
と
で
、サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
が
一
人
で
も

多
く
誕
生
し
、「
認
知
症
と
共
に
生
き
る
人
」と
そ
の

ご
家
族
が
普
通
に
当
た
り
前
に
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、地
域
の
た
く
さ
ん
の
仲

間
と
共
に
、こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

日　時 3月23日（月）午前10時～午後3時

会　場 天王寺動物園（天王寺区茶臼山町1-108）
内　容 園内見学、動物ガイド、小動物とのふれあいなど

定　員 先着3,500人（1組当たり6人まで申込可）

参加方法 大阪市電子申請・オンラインアンケートシステムによる事前申込
＊詳しくは天王寺動物園のホームページをご覧ください。

問合せ 天王寺動物園　TEL.06-6771-8401

交通アクセス 地下鉄「動物園前」駅、「恵美須町」駅から徒歩約5分
地下鉄・JR「天王寺」駅から徒歩約10分

申込期間 2月3日（月）～3月16日（月）

障がいのある人とそのご家族限定で、ゆっくり動物園を楽しんでいただくこと
を目的に、休園日の日中に無料でご招待します。障がいのある人とその家族の
みなさまに楽しいひと時を過ごしていただくという活動は、1996年にオランダの
ロッテルダム動物園で開催された「ドリームナイト・アット・ザ・ズー」に始まり、日本
の動物園でも広まっています。天王寺動物園では今年3回目の実施となります。

※下記をご了承の上、ご応募ください。
・園内にはやや急な坂道もあるため、介助が必要な人は付き添いが必要です。・当日は報道各社による取材が入る可能性があり、テレビ等で放送される場合があります。
・動物が驚いてしまうので、獣舎前でのフラッシュ撮影はご遠慮ください。・動物の体調や天候等により、変更・中止する場合があります。

■周辺駐車場／駐車場名　天王寺公園地下駐車場　■電話番号／06-6773-0909　■駐車台数／500　■障がい者手帳割引／あり　車いす　利用可

対　象 身体障がい者手帳、療育手帳、精神障がい者保健福祉手帳、被爆者健康手帳、
戦傷病者手帳のいずれかをお持ちの人とそのご家族及び介助者

参加費

無料

ドリームデイ・アット・ザ・ズー参加者募集！

※福祉団体などの団体として複数人数でご参加の場合は事前にお問い合せください。

地域の老人会でのサポート養成講座のようす



COMVOではよりよい誌面づくりのため、読者の皆さんに毎回アンケートのご協
力をお願いしています。あなたのご意見やご感想をお聞かせください。抽選で毎
号5人に記念品をプレゼントします。

 ①、②の必要事項をFAXかハガキに記入のうえ、当センターまでお送りください。
※パソコン・スマホからも回答できます。

※締め切り　2020（令和2）年3月10日（消印有効）
※当選者の発表は記念品の発送をもってかえさえていただきます。
※お預かりした個人情報は、本誌の内容向上と、記念品送付の目的のみに使用し
ます。また、募集したテーマについてご意見を誌面に掲載する場合がありますが、
個人を特定される記載は行いません。

アンケートにご協力ください！

①あなたの氏名、郵便番号、住所、性別、職業、年齢、電話番号、
　本誌入手先、読者歴をお書きください。
②下記の１～６の質問の回答をお書きください。

（宛先）
大阪市ボランティア・市民活動センター
「読者アンケート　情報誌ＣＯＭＶＯ244号係」まで
（住所は下記参照）

vol.216
キリトリキリトリ

応募方法

１．あなたのボランティア活動歴を教えてください。
ア なし　イ 1 年未満　ウ １～４年　エ ５～９年　オ 10 年以上

２．活動歴のある人は活動内容を覚えている範囲で教えてください。
３．これまでに情報誌 COMVOを見て、ボランティア活動をしたことは
ありますか。
ア ある　イ なし　ウ まだ迷っている（その理由も教えてください）

４．今月号で良かった記事は何ページですか？その理由も教えてください。
５．本誌で取り上げてほしいテーマや活動、団体、行事、イベントなど
があれば教えてください。

６．その他、ご意見、ご感想を記入ください。

https://ws.formzu.net/dist/S38892286/

QRコードボランティア・市民活動情報誌
「ＣＯＭＶＯ」へ広告募集！
ボランティア・市民活動情報誌
「ＣＯＭＶＯ」へ広告募集！

■体裁・発行・部数
　B5判　16頁（フルカラー）年10回発行
■広告申し込み締切
　発行日の2ヶ月前（スペースに限りがありますので、お早めに申込ください）
■申込方法
　下記まで問合せください

※原稿は原寸大の完全原稿（データ）で入稿ください。
　それ以外は別途製版料が必要です。
※掲載ページの指定はできません。
※内容により掲載をお断りする場合があります。

広告料金（税込）
掲載箇所
スペース 料金(税込)

版下サイズ（mm）
表４　１ページ
表４　１／２ページ
本文　1ページ
本文　１／２ページ
本文　１／5ページ

234,000円
127,500円
156,000円 ２５７×１８２

２４０×１７０
１１７×１７０

２４０×１７０
１１７×１７０
４８×１６２

85,000円
38,000円

赤枠が
本文 1/5 ページ
サイズと同じです

「普段着のわたし、ステキにいいこと」をコンセプトにしたボランティア・市
民活動情報誌COMVO。
大阪のボランティア・市民活動情報が満載！市民が誰でも気軽で手に入
れることができるフリーペーパーに貴社の広告を掲載しませんか。

コンボ

コンボ

社会福祉法人 大阪市社会福祉協議会

大阪市ボランティア・市民活動センター
Osaka City Voluntary Action Center
所在地／〒543-0021大阪市天王寺区東高津町12-10大阪市立社会福祉センター1F

●開館時間：午前9時30分～午後8時30分（月・水・金） 午前9時30分～午後5時（火・木・土）
●休館日：日・祝・国民の休日・年末年始
●発行日：2020年2月15日（8月と1月を除く毎月15日発行）
●発行部数：40,000部　●制作協力：商工印刷株式会社　●点訳協力：NPO法人ぽこ・あ・ぽこ

TEL/ 06-6765-4041　FAX/ 06-6765-5618
E-mail/ocvac@osaka-sishakyo.jp https://ocvac.osaka-sishakyo.jp/

●本誌は大阪府共同募金会の助成をいただいています

「COMVO」主な設置・配布場所 ウェブサイトからもチェック可能！　http://comvo.lekumo.biz
Osaka Metro（オオサカメトロ）（新大阪・淀屋橋・本町・なんば・天王寺・なかもず・大日・太子橋今市・天神橋筋六丁目・東梅田・天満橋・谷町九丁目・喜連瓜破・
住之江公園・大阪港・堺筋本町・野田阪神・日本橋・天下茶屋・大正・蒲生四丁目・ポートタウン東　各駅）、阪神電車（梅田駅）、大阪市サービスカウンター（梅田・
難波・天王寺）、各区在宅サービスセンター（区社協）、大阪市役所・区役所、区民センター、クレオ大阪、大阪市内の各区図書館、大阪市立総合生涯学習センター・
市民学習センター各館、大阪市商店会総連盟加盟商店街、大阪シティ信用金庫府内の店舗など

企
画・発
行

2020.3 vol.24414

　　 twitter　http://twitter.com/ocvic1998　　　Facebookページ　https://www.facebook.com/ocvac

令和元年度地域こども支援ネットワーク事業
シンポジウム開催報告

郵便局
近鉄電車大
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上
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シ
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※エレベーターで昇降できます。

地
下
鉄
谷
町
線

た
か
つ

ガ
ー
デ
ン

地下鉄千日前線

大阪市ボランティア・
市民活動センター
（市立社会福祉センター1階）

谷町九丁目駅

速報版

1月19日、阿倍野区民センターで令和元年度地域
こども支援ネットワーク事業シンポジウム「こども食堂
からみんなの居場所へ」を開催し、253人の参加が
ありました。
第1部で映画「こどもしょくどう」を上映。第2部は
特定非営利活動法人全国こども食堂支援センター・
むずびえ理事長湯浅誠さんの基調講演、特定非営利
活動法人西成チャイルド・ケア・センター代表理事
川辺康子さんの活動報告、最後に当センター上野谷
加代子所長を交えた鼎談を行いました。
こども食堂は、「こどもの貧困対策」だけでなく、地
域の交流拠点として、こどもから高齢者まで多様な地
域住民が参加できる「みんなの居場所」としての存在
意義が広まり、誰もが安心して暮らせる社会の実現に
つながるという
ことを、会場全体
で共有する機会
となりました。

てい   だん

※詳しくは、
　次号に掲載予定

こども支援について鼎談しました

https://ws.formzu.net/dist/S38892286/
https://ws.formzu.net/sfgen/S38892286/
https://ws.formzu.net/sfgen/S38892286/
http://comvo.lekumo.biz
https://ocvac.osaka-sishakyo.jp/
http://twitter.com/ocvic1998
https://www.facebook.com/ocvac
http://pcvpoco.com/
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24区ボランティア・市民活動センター/ボランティアビューロー一覧
ボランティア活動に関するご相談をお気軽にお寄せください。

北区ボランティア・市民活動センター 北区神山町15-11 いきいきネット 6313-5566 6313-2921
都島区ボランティア・市民活動センター 都島区都島本通3-12-31 ふれあいセンター都島 6929-9500 6929-9504
福島区ボランティア・市民活動センター 福島区海老江6-2-22 あいあいセンター 6454-4553 6454-6331
此花区ボランティア・市民活動センター 此花区伝法3-2-27 此花ふれあいセンター 6462-1224 6462-1984
中央区ボランティア・市民活動センター 中央区上本町西2-5-25 ふれあいセンターもも 6763-8139 6763-8151
西区ボランティア・市民活動センター 西区新町4-5-14 にしながほり 6539-8075 6539-8073
港区ボランティア・市民活動センター 港区弁天2-15-1 ひまわり 6575-1212 6575-1025
大正区ボランティア・市民活動センター 大正区小林西1-14-3 大正区ふれあい福祉センター 6555-7575 6555-0687
天王寺区ボランティア・市民活動センター 天王寺区六万体町5-26 ゆうあい 6774-3377 6774-3399
浪速区ボランティア・市民活動センター 浪速区難波中3-8-8 浪速区在宅サービスセンター 6636-6027 6636-6028
西淀川区ボランティア・市民活動センター 西淀川区千舟2-7-7 ふくふく 6478-2941 6478-2945
淀川区ボランティア・市民活動センター 淀川区三国本町2-14-3 やすらぎ 6394-2900 6394-2978
東淀川区ボランティア・市民活動センター 東淀川区菅原4-4-37 ほほえみ 6370-1630 6370-7330
東成区ボランティア・市民活動センター 東成区大今里南3-11-2 ひがしなり 6977-6336 6977-6339
生野区ボランティア・市民活動センター 生野区勝山北3-13-20 おかちやま 6712-3101 6712-3001
旭区ボランティア・市民活動センター 旭区高殿6-16-1 あさひあったかセンター 6957-2200 6957-7282
城東区ボランティア・市民活動センター 城東区中央2-11-16 ゆうゆう 6936-1153 6936-1154
鶴見区ボランティア・市民活動センター 鶴見区諸口5-浜6-12 鶴見区在宅サービスセンター 6913-7070 6913-7676
あべのボランティア活動センター 阿倍野区帝塚山1-3-8 阿倍野区在宅サービスセンター 6628-3434 6628-9393
住之江区ボランティアビューロー 住之江区御崎4-6-10 さざなみ 6686-2234 6686-0400
住吉区ボランティア・市民活動センター 住吉区浅香1-8-47 いきいき 6607-8181 6692-8813
東住吉区ボランティア・市民活動センター 東住吉区田辺2-10-18 さわやかセンター 6628-2020 6622-8973
平野区ボランティア・市民活動センター 平野区平野東2-1-30 にこにこセンター 6795-2200 6795-2929
西成区ボランティア・市民活動センター 西成区岸里1-5-20 はぎのさと 6656-0080 6656-0083

所　在　地 電話(06) FAX(06)名　　称




